
Ｎ Ｏ 教 科 科 目 名 単 位 数 必修・選択の別 

１０５ 保健体育 体 育 
３／７ 

１～３年次まで継続履修 
必履修 

開講年次 選択群 系 列 使 用 教 科 書 ・ 教 材 

１ なし なし 現代高等保健体育（大修館書店） 

目        標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体

を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の

向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力 学びに向かう力、人間性 

運動の合理的，計画的な実践を

通して，運動の楽しさや喜びを深

く味わい，生涯にわたって運動を

豊かに継続することができるよう

にするため，運動の多様性や体力

の必要性について理解するととも

に，それらの技能を身に付けるよ

うにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するための課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝える力を養

う。 

運動における競争や協働の経験

を通して，公正に取り組む，互い

に協力する，自己の責任を果たす，

参画する，一人一人の違いを大切

にしようとするなどの意欲を育て

るとともに，健康・安全を確保し

て，生涯にわたって継続して運動

に親しむ態度を養う。 

単元・作品名  学 習 内 容 到 達 度 目 標 

前 
 

 
 

 
 

期 

集団行動 

体つくり運動 

 

 

新体力テスト 

陸上競技 

 

 

球技 

 

 

 

 

 

体育理論 

 

・姿勢、方向転換 

・体ほぐしの運動 

 

 

・各種測定 

・短距離走・リレー 

 

 

・ネット型 

 

 

・ゴール型 

 

 

・スポーツの文化的特

性や現代のスポーツ

の発展 

 

・心と体は互いに影響し変化することや心身の状態

に気付き、仲間と自主的に関わり合うための手軽

な運動を行うことができる。 

 

・中間走へのつなぎを滑らかにして速く走ることや

バトンの受渡しで次走者のスピードを十分高め

ることができる。 

・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と

連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防

をすることができる。 

・安定したボール操作と空間を作り出すなどの動き

によってゴール前への侵入などから攻防するこ

とができる。 

・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展に

ついて理解できる。 

 

後 
 

 
 

 
 

期 

球技 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

・ベースボール型 

 

 

・ネット型 

 

 

・ゴール型 

 

 

・長距離走 

・安定したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作

と連携した守備などによって攻防することがで

きる。 

・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と

連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防

をすることができる。 

・安定したボール操作と空間を作り出すなどの動き

によってゴール前への侵入などから攻防するこ

とができる。 

・自己に適したペースを維持して走ることができ

る。 

取得可能な検定や資格 

なし 
 


